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明治期における地理教育
―小学教育を中心に―
亀 井 　　拓
Geography Education in Meiji Japan:
Centering upon Elementary Education
KAMEI Taku
Abstract
 In Meiji Japan, there were fewer chances to get higher education, so 
elementary education was more important than nowadays. Elementary education 
is not only the ﬁ rst student curriculum, but also the most simpliﬁ ed knowledge 
and phenomenon was educated to students. Young students were very 
inﬂ uenced by this curriculum. This paper examines the geography education in 
the elementary schools of the entire period of the Meiji era, and discusses the 
intention and purpose. First, I will examine the history of geography up until the 
nineteenth century. Next, I will analyze the growth of geography education in 
the elementary schools in Meiji Japan through looking at the education system, 
the manuals of education, and textbooks. Finally, I will examine the meaning of 
geography education in Meiji Japan.
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はじめに
　明治維新以降、日本は西洋に倣った国家建設による富国強兵政策をとり、やがてアジアの大
国という地位にまでのし上がっていく。その中で教育は特に重要な役割を果たしたことはよく
知られている。
　明治期の教育についてこれまで多くの研究がなされてきた。荒井武氏、高野俊氏、柏木敦氏、
神辺靖光氏らは近代教育制度の成立・源流を1）、山本信良・伊藤敏彦両氏、堀尾輝久氏、久保義
三氏、本山幸彦氏らは天皇制や国家と教育の関係を研究したものである2）。学校で使用された教
科書については仲新氏、堀松武一氏、梶山雅史氏、中村紀久二氏らの研究があり3）、またアメリ
カの教育思想が与えた影響については橋本美保氏、杉村美佳氏らの研究がある4）。
　各科目の研究も行われており、小学教育に限れば、国語科5）、歴史科6）、音楽科7）などがこれま
で取り上げており、地理科については山本幸雄氏、中川浩一氏、西沢利栄氏などが研究を行っ
ておられる8）。
　明治期の地理学については、学術史の立場から研究したものとして、野間三郎氏、石田龍次
 1） 荒井武『近代学校成立過程の研究：明治前期東北地方に関する実証的研究』（御茶の水書房、1986年 2
月）；高野俊『明治初期女児小学の研究：近代日本における女子教育の源流』（大月書店、2002年 3月）；柏
木敦『日本近代就学慣行成立史研究』（学文社、2012年 2月）；神辺靖光『明治前期中学校形成史』（梓出版、
2013年 1月）。
 2） 山本信良、伊藤敏彦『近代教育の天皇制イデオロギー：明治期学校行事の考察』（新泉社、1987年 4月）；
堀尾輝久『天皇制国家と教育：近代日本教育思想史研究』（青木書店、1987年 6月）；久保義三『久保義三
教育学著作集　第 2巻　天皇制国家の教育政策』（エムティ出版、1995年 1月）；本山幸彦『明治国家の教
育思想』（思文閣出版、1998年 7月）。
 3） 仲新『近代教科書の成立』（講談社、1949年 7月）；堀松武一『日本近代教育史―明治の国家と教育』（理
想社、1959年 9月）；梶山雅史『近代日本教科書史研究―明治期検定制度の成立と崩壊―』（ミネルヴァ
書房、1988年 2月）；中村紀久二『教科書の社会史：明治維新から敗戦まで』（岩波書店、1992年 6月）。
 4） 橋本美保『明治初期におけるアメリカ教育情報受容の研究』（風間書房、1998年 3月）；杉村美佳『明治
初期における一斉教授法受容過程の研究』（風間書房、2010年 5月）。
 5） 高森邦明『近代国語教育史』（鳩の森書房、1979年10月）；石井庄司『近代国語教育論史』（教育出版セン
ター、1983年12月）；望月久貴『明治初期国語教育の研究』（渓水社、2007年 2月）。
 6） 海後宗臣『歴史教育の歴史』（東京大学出版会、1969年 2月）；長野正『日本近代国家と歴史教育』（クオ
リ、1986年 3月）；角田将士『戦前日本における歴史教育内容編成に関する史的研究―自国史と外国史の
関連を視点として―』（風間書房、2010年 3月）。
 7） 河口道明『近代音楽教育論成立史研究』（音楽之友社、1996年10月）；杉田政夫『学校音楽教育とヘルバ
ルト主義：明治期における唱歌教材の構成理念にみる影響を中心に』（風間書房、2005年 3月）；山東功『唱
歌と国語：明治近代化の装置』（講談社、2008年 2月）。
 8） 山本幸雄『地理教育史：わが国九十年間の地理教育の歩み』（大修館書店、1958年 9月）；中川浩一『近
代地理教育の源流』（古今書院、1978年 5月）；西沢利栄『近代日本における地理教育の変遷』（筑波大学、
1988年 3月）。
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郎氏、久武哲也氏などがある9）。また同じく学術史ではあるが、田村百代氏、岡田俊裕氏、源昌
久氏、山口幸男氏などは、特定の人物に焦点を当てた研究をなされている10）。地理を学ぶ際に必
要な地図については、田中耕三氏の研究がある11）。
　近代化を図った明治日本の教育の中で、地理学および地理教育について、これまで多くの論
者が論じてきた。しかし明治期の地理学に関する論考の多くは、教育（史）学の視点に立脚し
ており、1907年に京都帝国大学文科大学史学地理学第二講座ではじめて地理学が独立した一講
座が登場するのを転換点として、明治前中期をその前史と捉える傾向にある。しかし、幕末に
は『海国図志』が23種類の翻刻、 4種類の校訂本、 3種類の訓点本、16種類の和訳本として広
く読まれ12）、福沢諭吉の『世界国尽』（1869）に至っては10万部以上という驚異的な発行高を記
録するなど13）、アカデミック地理学が形成される以前から地理書は非常に注目された分野であっ
た。また、日本に近代学校制度が誕生した当初から地理は小学校で教えられる科目のひとつで、
近代日本において地理学や地理科が果たした役割は無視できないのである。
　本稿では、19世紀に至るまでの地理学の発展を踏まえ、近代化という一大転換期にあった明
治日本において、地理科がどのような意図と期待の下に設置・発展したのかについて考察する。
その中でも特に学校教育における最初の課程であり、しかも複雑多岐な情報や知識を最も簡略
化して教育し、その教育が児童や数十年後の国家・国民に多大な影響を与える小学教育に注目
する。文部省が制定した制度、教員に教育指示をした教則や細目、各教室で用いられた教科書
などを中心に分析し、アジアで最初の近代国家を建設した日本において、地理を通してどのよ
うな人材（国民）を育てようとしたのかを考察する。
一、東西における地理学・地理知識の発展
1 ．西欧における地理学
　Geographyとは、ギリシャ語の「土地」（geo）を「記述する」（graphia）という意味から発
 9） 野間三郎『地理学のあゆみ』（古今書院、1962年 4月）；石田龍次郎『日本における近代地理学の成立』
（大明堂、1984年 1月）；久武哲也『文化地理学の系譜』（地人書房、2000年 3月）。
10） 田村百代『田中啓爾と日本近代地誌学』（古今書院、1984年11月）；岡田俊裕『日本地理学史論―個人史
的研究』（古今書院、2000年11月）；源昌久『近代日本における地理学の一潮流』（学文社、2003年 5月）；
山口幸男『地理思想と地理教育論』（学文社、2009年12月）。
11） 田中耕三「明治前半期の地図教育の実践に関する史的研究」、『新地理』36巻 2号（帝国書院、1988年 9
月）；田中耕三「明治後半期の地図教育の実践に関する史的研究」、『新地理』39巻 1号（帝国書院、1991年
6月）。
12） 源了圓「『海国図志』の日中韓の読み方の違い」、西尾幹二『地球日本史 3：江戸時代が可能にした明治
維新』（扶桑社、2001年 4月）pp.70-72。
13） 岡田俊裕「近代日本の地理学者に関する伝記・著作物研究（ 1）」、『高知大学教育学部研究報告』第71号
（高知大学教育学部、2011年 3月）p.198。
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展したものであるが、はじめは物語的な地理が語られ、古代ギリシャ時代のヘロドトス
（Herodotus, DC485-DC420）の『歴史』に至って、地中海、黒海沿岸各国の歴史や自然、住民
の生活などの地誌的記述が学問的にまとめられるようになった14）。
　大航海時代のヨーロッパでは、地理学は「宇宙誌」（cosmography）と呼ばれ、航海に必要な
知識である天文学、海洋学、地図学、気候学に、地質学、博物学、生物学などを加えた、いわ
ば自然地理学的な傾向の強い総合的な学問であった15）。その後「啓蒙の時代」とも言われる18世
紀になると、非ヨーロッパ地域に関する地理環境、住民の人種、文化、習俗などの知が、探検
家らの旅行記や博物館、大学や学術協会、コーヒーハウスやサロンなどで共有・蓄積されるよ
うになった16）。このように世界中の事象や人間の生活などに関する知識を把握する博物学的な学
問として、地理学は各地の風土や生態、民族や習慣などを記載する役目を持つようになった。
　産業革命がはじまったイギリスは、探検や発明によって知識の蓄積や科学技術の上で先端を
走っていたが、近代科学が最も早く成立したのは後進国ドイツであり、研究の中心としての大
学が他国よりも早く開かれた。地理学もその例に漏れず、科学としての近代地理学は、一般に
ドイツ人のアレキサンダー・フンボルト（Alexander von Humboldt, 1769-1859）が研究の起
源だといわれる17）。フンボルトも探検家ではあったが、彼は科学的な観察や調査、分析を一早く
行って記録した人物だった18）。
　1820年、彼に推挙されて、同じくドイツ人のカール・リッター（Carl Ritter, 1779-1859）が、
ベルリン大学に世界で最初に開設された地理学講座の初代教授に就任した。フンボルトは動植
物や生態などの自然地理学を主に探求したが、リッターは研究対象を地表に限定し、地表の自
然と人間の歴史との関係の因果を追求しようとした19）。この考えはドイツ観念論的自然哲学の影
響を受けただけではなく20）、それまでの啓蒙主義的な過度の理性主義や合理性の重視に反対する
ロマン主義哲学の影響下にあった。彼は神様を引き合いに出すことはなかったとはいえ、その
理論には有機的自然観21）が多分に表れていたため、ともすれば神学的な言説が出されそうにな
るリッター的な地理学より、人間を排した地表の形態に限定した地理学の主張すら存在した22）。
14） 江口旻、春山成子『地理学概説』改訂版（文化書房博文社、1990年 6月）p.2参照。
15） 前掲野間『地理学のあゆみ』pp.82、103-110参照。
16） 弓削尚子『啓蒙の世紀と文明観』（山川出版社、2004年 6月）pp.12-18、35-36参照。
17） 野尻亘、古田昇『世界市民の地理学』（晃洋書房、2006年 4月）p.7参照。
18） ビクトリア朝末期の1890年代のイギリスにおいては、地理学の主たる関心は依然として探検であった。
その頃から自然・人文環境を体系的に把握する方法が模索されはじめ、探検を中心とする19世紀の地理学
がグローバルな視点に立つ地理学への転換がなされつつあった（長谷川孝治「イギリス学派の地域論と日
本地理学」、京都大学文学部地理学教室編『地理の思想』（地人書房、1982年10月）pp.244-245）。
19） 前掲野間『地理学のあゆみ』pp.124-125参照。
20） 1822年からベルリン大学でのヘーゲルの講義がまとめられた『歴史哲学講義』が刊行されていた。
21） 宇宙は人間の都合のよいように神様によって創られているとする見解のこと。
22） 飯塚浩二『地理学と歴史』（古今書院、1966年 6月）pp.26-30参照。
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　フンボルトとリッターが亡くなる1859年に、地質学者のチャールズ・ダーウィン（Charles 
Darwin, 1809-1882）は『種の起源』を発表した。彼の理論はスペンサー（Herbert Spencer, 
1820-1903）の手を経て、世界に大きな影響を与えたことは周知のことであるが、進化論は人間
を生物進化の中のひとつとして位置付けることで、宇宙を創造した神様の存在を哲学的に破棄
することを可能にした。こうして人間の誕生から営みまでの事象を、すべて自然や環境によっ
て合理的に説明することが可能であるとする見方が生まれ、地理学にもその影響は及んだ。
　ドイツの生物学者ラッツェル（Friedrich Ratzel, 1844-1904）の『人類地理学』（1882-1891）
や『政治地理学』（1897）は、この社会進化論に基づいた土地と人間史の間の関係を考察するこ
とで、自然地理学の傾向が強く、ともすれば人間を排除するきらいがあったそれまでの地理と
は異なる研究分野を開拓した23）。
　またフランスの地理学者ブラーシュ（Blache, 1845-1918）は、ラッツェルの理論を受けて、
人類や人間社会の発展・進歩という歴史的発生過程、また人間の欲望に対する努力という要素
を軽視することはできず、自然環境は人間に対して多くの可能性を提供してはいるが、それを
人間は選択的に利用していると捉え、文化が環境にどのように働きかけて適応しているのかを、
歴史的観点をも合わせて考察した24）。
　このように、西欧における地理学の発展は、初期において探検・収集が主だったが、じょじ
ょに体系づけられ、ひとつの学問を形成するようになった。しかし、単純に知の蓄積の結果と
して地理の分析・研究が行われるようになったのではなく、そのときどきの社会思想の影響を
強く受けていたのであり、科学という合理的で万能と考えられた道具を用いて、人間の人生観
から宇宙観までを180度転換する役目の一部を近代地理学は負っていたのである。
　たとえばライプニッツ（Gottfried Wilhelm Leibniz, 1646-1716）は、中国の朱子学における
「理」こそが、野蛮の域を脱していないヨーロッパの最高の精神であり、人類最高の文化である
と高く評価し、ボルテール（Voltaire, 1694-1778）は、ヨーロッパの不寛容・狂信・不条理へ
の攻撃として中国を讃えた25）。地図上の世界認識の広がりや非ヨーロッパ圏についての言説の登
場によって、それまでの宗教権威や世俗権威によって絶対化されていた自然観、人間観、世界
観などに疑問を投げかけられたのである。神学が排除されると、地理学は自然と人間の関係を
追求する学問となったが、そこには新たなイデオロギーとして生まれた進歩史観や文明論など
が取り込まれた。
2 ．中国における地理学
　人類は古代から各地の情報や知識を得ることで自他を認識し、それぞれ独自の世界観を作り
23） 前掲野間『地理学のあゆみ』p.130参照。
24） 前掲野尻、古田『世界市民の地理学』pp.8- 9参照。
25） 坂元ひろ子「欧米の中国認識」、新田義弘編『脱西欧の思想』（岩波書店、1994年11月）pp.37-39参照。
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上げてきた。『山海経』は古代中国の地理に関する内容を含んだ書であり、戦国時代と考えられ
る内容も含んだ前漢以降に成立した書物であって、地誌や紀行に関する書物は早くから登場し
ていた。しかし、この書は「幻想地理」と「現実地理」が混合した、いわば空想的（神話的）
な知と正確な知が混合した、現代のわれわれからすれば奇怪な内容を含んだ書物である26）。各地
の地理環境、物産、風俗、伝説などが記載されているが、地理書とはいい難い。その後、『漢
書』に登場する「地理志」以降、疆域政区の設置沿革や当該地域の歴史、自然環境などを主要
な内容とした沿革地理研究が本格的になされるようになった。このように地理と歴史は密接に
結びつきながら発展していき、各地の情報が増加するのと平行しながら客観性のある地理記述
がなされるようになった27）。
　朝貢制度の下、唐代から明代にかけて大量の「海外異郷志」が登場する。特に南宋は北方に
対抗するために海上貿易に力を入れ、貿易で利益を得ることを目的とした海外情報を記した書
物が官製で作られるようになった。南宋代の趙汝適の『諸番志』や元代の周達観の『真腊風土
記』はその代表である28）。一方、元代の汪大淵の『島夷志略』や明代の鄭和の七度に渡る大航海
などのように、実際に現地に赴いて記した見聞録的地理書も登場する。明朝の境域内だけでは
あるが、徐霞客の『徐霞客遊記』もそのひとつに入れることができる29）。
　明清期になると、ヨーロッパの宣教師を通じて西洋の諸知識・科学技術が中国に紹介された。
利瑪竇（Matteo Ricci, 1552-1610）の『坤輿万国全図』（1602）や艾儒略（Giulio Aleni, 1582-
1649）の『職方外紀』（1623）は世界の様子を紹介したその代表であり、清代の康煕・乾隆帝の
時代にはヨーロッパの科学的手法による測量が全国各地で行われた。その結果、経緯度と投影
法が採用された『皇輿全覧図』（1717-1718）と『乾隆内府輿図』（乾隆期）という二種類の全国
地図が作成された。これは「製図技術の進歩を表し〔･･･〕、中国及び周辺地域の地理について
過去のいかなる時代よりも詳細」な世界地理情報を提供した30）。
　しかしこれらの新情報や新知識が速やかに受容されたのではなかった。明清期の知識人の中
には、西洋の地理書に興味を示す者もいたが、『皇輿全覧図』を例にすれば、これは単に宣教師
が布教を成功裏に進めるための一手段として用いただけであり、中国側にとっても鑑賞物にす
ぎなかった31）。この『皇輿全覧図』は多くの版を重ねたが、本当の意味で中国の地理学者に用い
26） 王銘銘『西方作為他者―論中国“西方学 ”的譜系与意義』（世界図書出版公司、2007年10月）p.46参照。
27） 鄒振環『晩清西方地理学在中国：以1815年1911年西方地理学訳著的伝播与影響為中心』（上海古籍出版
社、2000年 4月）pp.17-18参照。
28） 前掲王『西方作為他者―論中国“西方学 ”的譜系与意義』pp.107-109参照。
29） 前掲王『西方作為他者―論中国“西方学”的譜系与意義』pp.110-111参照；趙栄『中国古代地理学』（商
務印書館、1997年 4月）pp.92-97, 107-115参照。
30） 前掲趙『中国古代地理学』pp.122-124参照。
31） 前掲鄒『晩清西方地理学在中国：以1815年1911年西方地理学訳著的伝播与影響為中心』p.47参照。
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られたのは19世紀になってからであり32）、明代の張燮の『東西洋考』や清代の穆彰阿の『大清一
統志』などは、明朝・清朝の版図以外の国を「東洋」と「西洋」の 2つに分類して記述してい
る。この「東洋」と「西洋」というのは、中国を中心として南海を東西に分けた表現である
が33）、地理は地誌という各地域の記述が中心であった以上、中国から見てどの方角にある国・地
域かという分類だけで十分だったのであり、中国が全陸地の一小部分を占めるに過ぎないこと
を伝える地図や地理書が存在したとしても、だからといって中華思想に基づいた地理認識を改
める必然性はなかったのである。そのため徐継畬（1795-1873）の『瀛環志略』（1849）のよう
に、西洋などを比較的正確に記した地理書が19世紀には登場していたが、すぐに知識人の間で
流行することはなかった34）。
3 ．江戸期における日本の地理学
　江戸時代の日本では、仏教を背景とした天竺、震旦、本朝の三国的世界観以外に、儒教的世
界観をベースとした、中国を「華」、日本を「東夷」とする「礼・文中華主義」、明清交代を契
機とした「日本型華夷思想」、日本こそ「華」であるとする「日本中華思想」などが存在した35）。
その一方、漢籍（漢訳西洋書を含む）を通して、世界情勢などの情報が日本に入っていた。江
戸時代に世界地理を論じた西川如見、林子平、渡辺崋山などの人物は、『坤輿万国全図』や『職
方外紀』などを利用しており36）、佐久間象山（1811-1864）が「東洋道徳西洋芸」と述べて西洋
の技術の先進性を認めたのは、『海国図志』の影響が大きかった37）。
　江戸期の知識人で地理を論じたものには、いくつかのタイプがあった。ひとつは林子平（1738-
1793）の『三国通覧図説』（1785）や『海国兵談』（1787-1791）、渡辺崋山（1793-1841）の世界
地理研究、佐久間象山の『海防八策』（1842）などに共通する国防であった。これらは江戸中後
期に度々発生したロシア船やアメリカ船などの日本接近やアヘン戦争での清朝敗北の消息など
を契機として、日本周辺の状況やヨーロッパ諸国に対する危機感から執筆されたものだった。
　また本多利明（1743-1821）のように、国用のために地理を研究する者もいた。彼にとって地
理学とは、武士の困窮や農村の疲弊を背景として、国家の「豊饒」の根本である貿易を可能に
しようとするものであり、加えて「人の道が開く」のに必要な金、銀、銅を外国から輸入する
32） 馮立昇『中国古代測量学史』（内蒙古大学出版社、1995年 3月）pp.302-306参照。
33） 三浦徹明「「東洋」とは「アジア」のことか」、『海外事情』（拓殖大学海外事情研究所、1985年 4月）p.113
参照。
34） 梁啓超（1873-1929）は1890年（18歳）の時に、上海で『瀛環志略』を初めて手にして、世界について知
ったと回想している（梁啓超「三十自述」、『飲冰室文集』文集之十一、p.16）。
35） 桂島宣弘『思想史の十九世紀』（ぺりかん社、1999年 5月）pp.167-173参照。
36） 鮎澤信太郎『鎖国時代の世界地理学』（原書房、1979年 2月）参照。
37） 徐興慶『近代中日思想交流史の研究』（朋友書店、2004年 2月）pp.13-16参照。
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ために必要な学問知識でもあった38）。地理学は国策遂行の基本として重要な、いわば経世済民の
ための学問だったのである。
　蘭学も地理を論じたグループのひとつだった。蘭学者の司馬江漢（1747-1818）は『輿地略
説』（1792）や『地球全図略説』（1793）などを著し、五大洲に基づいて世界各地を説明した39）。
彼の地理書はどれも平易な仮名文で書かれていたが、彼は蘭学者という時代の批判者だっただ
けではなく、地理書を通した啓蒙活動（教化活動）も行っていた40）。
　国学者も蘭学の知識を用いたが、司馬の意図とは全く異なっていた。本居宣長（1730-1801）
や平田篤胤（1776-1843）などは、儒教を批判するためにあえて西洋の学問を取り入れており、
西洋天文学・地理学を援用することで儒学的宇宙論を批判し、くわえて日本が外国に比べて風
土的に優れていることを語るために、それらの地理知識を用いた41）。
　ただし、いかに危機感や憂国心、国威の高揚を意図としていたとしても、「鎖国」下におい
て、対外貿易は幕府の制御下に置かれ、外国の様子を知ろうとすることは難しく、幕府への意
見も困難であった。艾儒略の世界地理書『職方外紀』は1710年の禁書令の中で挙げられ42）、1851
年に輸入された魏源の『海国図志』も当初は公開されなかった。また林子平の『海国兵談』は
発禁処分を受け、開国論者の渡辺崋山は蛮社の獄（1839）に遭い、外国地理関係の書籍を愛読
した吉田松陰の海外密航計画は罰せられた。
　このように、この時代において世界について記載してある地理書を読むこと自体が困難であ
り、たとえその知識を自分のものにしたとしても、発揮する環境は整っていなかった。石田氏
は江戸時代における地理書は領地に関する地誌が主であり、幕府や藩主が統治者として地域を
取りあげたものが多かったと述べるが43）、その一因はここにあったといえる。江戸期の地理は、
それが国防のためであれ、経世済民のためであれ、教化のためであれ、基本的に統治者の便宜
を図るためのものだったのであり、この意味において内向きの地理学だったといえる。
二、明治期における地理科
　中国や日本では地誌としての地理書が近代以前に存在していたが、それらは政治的な必要に
38） 鮎澤信太郎『東洋地理思想史研究』（日本大学第三普通部、1940年 7月）pp.232-234参照。
39） 五大洲については、新井白石（1657-1725）が『采覧異言』（1713）や『西洋紀聞』（1715）の中ですでに
紹介していた。
40） 前掲鮎澤『東洋地理思想史研究』pp.222-229参照。
41） 前掲鮎澤『東洋地理思想史研究』pp.269-273；辻田右左男『日本近世の地理学』（柳原書店、1971年12月）
pp.140-145；前掲桂島『思想史の十九世紀』pp.201-203参照。蘭学による地理学知識は、蘭学者や国学者
だけではなく、本多利明や佐久間象山、吉田松陰などの情報源ともなっており、江戸時代の地理学におい
て無視できない存在だった。
42） 前掲鮎沢『鎖国時代の世界地理学』p.5。
43） 前掲石田『日本における近代地理学の成立』p.12参照。
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応えるために活用されたものであった一方、西欧では人間観や宇宙観が変わる中で、その時々
のイデオロギーの影響を受けながら近代科学としての地理学が登場してきた。政治、経済、思
想の近代化において、科学や合理性の教育、また国民意識形成に重要な「共通の経験」をする
場として、学校は非常に大きな役割を果たした。特に中等・高等教育の門が狭かった時代にお
いて、基本的に全員が就学することを意図された初等教育は、将来の国民である児童に共通の
知識、価値観、常識などを培わせる場であったといえる。では明治期の日本において、地理は
どのように小学校で教育されたのであろうか。
1 ．近代的教育と伝統的教育： 学制発布から小学校令まで
　日本の近代教育制度は1872（明治 5）年 8月の学制から始まる。同年 9月には「小学教則」
が設けられ、実際の教育内容が示された。この中で、小学教育は下等と上等それぞれ 4年間が
割り当てられ、一年二学期制の計 8学期の在学が規定された。この「小学教則」では、下等小
学の第五級（ 2年目の後半）以降から「地学読方」、「地学輪講」という科目名の下に、毎学期
地理を教えることが定められ、使用教材として、『日本国尽』、『世界国尽』、『地学事始』、『輿地
誌略』が参考として提示された44）。また、上等小学には「地学輪講」以外に「史学輪講」が設け
られた。地理と歴史には密接な関係があり、一緒に書かれる傾向があったが、「学制」ではそれ
ぞれを個別の科目に分け、別々の時間に教えるように指定した。
　明治初期の地理教育は「開化啓蒙主義」の地理教育であったとされているように45）、イギリス
やアメリカで出版されていた地理書の中から、肝要なところだけを取り集めて通俗的に訳した
ものであった46）。福沢諭吉（1835-1901）は蘭学と英学を学び、1860年以降に渡米、渡欧を経験
して、多数の経済書・歴史書・地理書を購入し、1867年に渡米した際には、S・A・ミッチェル
やS・S・コーネルなどのアメリカで評価が高く売れ行きが良かった学校用地理教科書を大量に
購入し、帰国後『世界国尽』を執筆した47）。内田正雄（1839-1876）もオランダ留学中に入手し
た書物に拠って『輿地誌略』を著した48）。
　『世界国尽』49）の序には、「天下の禍福は其源蓋し他にあらず、国民一般の知愚に係ること推し
て知るべきのみ。今爰に世界国尽の著あるも、専ら児童婦女子の輩をして世界の形勢を解せし
44） 教育史編纂会編『明治以降教育制度発達史』第一巻（教育資料調査会、1938年 5月）pp.416-417。
45） 滋賀大学付属図書館編著『近代日本の教科書のあゆみ―明治期から現代まで―』（サンライズ出版、
2006年10月）p.50。
46） 福沢諭吉『世界国尽』凡例、海後宗臣編『日本教科書体系』近代編　第十五巻　地理（一）、（講談社、
1965年 2月）p.10；松山棟菴訳述『地学事始』凡例、1870年；内田正雄『輿地誌略』凡例、海後宗臣編『日
本教科書体系』近代編　第十五巻　地理（一）、（講談社、1965年 2月）p.63。
47） 前掲岡田「近代日本の地理学者に関する伝記・著作物研究（ 1）」pp.197-198。
48） 増野恵子「見える民族・見えない民族―『輿地誌略』の世界観―」、『版画と写真― 19世紀後半 出来
事とイメージの創出―』（神奈川大学21世紀COEプログラム研究推進会議、2006年 3月）p.50。
49） 福沢諭吉『世界国尽』1869年。
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め、其知識の端緒を開き、以て天下幸福の基を立んとするの微意のみ」と述べられている。本
書は世界を六つに分類して各国各地の様子を簡単に述べたものであるが、附録で「地理学の総
論」として「天文の地学」、「自然の地学」、「人間の地学」の 3つを通して、天体、地文学を紹
介してはいるが、全体的な構成としては「人間の地学」に部類されるものが多くなっている。
　『輿地誌略』50）では地球上の事物を、「天文（アストロノミカル）ノ部」、「地理（フイーシカ
ル）ノ部」、「邦制（ポリチカル）ノ部」の 3つに分けて論述する。しかし「邦制ノ部」が圧倒
的な分量にのぼっており、この部分が著者の論述したいメインパートであった。ここでは各国
の歴史も簡単に記されており、下等小学から用いられた本書は、伝統的な地理書の体をなして
いたことが分かる。また、「開化ノ等級」や「政治及国体ノ区別」、「世界歴史ノ大意」などの項
目に見られる「世界ノ開化ノ歴史」という観点は、明らかに近代化の必要性とその方向性を示
すものだった。
　『地学事始』51）の序では、「幼童女子」の見聞を開き、外国があることを知らせるために著した
とあり、ヨーロッパについて、「文明開化を進めるは六大洲中の第一」、「草昧の域を脱し」、「開
化の道を進み」などと称する。本書ではヨーロッパなどの各国の歴史について簡単に紹介して
いた。学制制定前に組織された学制取調掛に選出された文部少教授瓜生寅が著した『日本国
尽』52）の「はしかきのかはり」には、小学教育に使える書籍ないために本書を著し、福沢の『世
界国尽』とセットにして学ぶことで、全世界の地理の概略を知ることができるように設計した
とある。
　本書の「総論」ではまず世界における日本の地理的位置を紹介し、広い世界に多くの国があ
る中で輝く日本は、「人の才智」が他より優れており、開化によって日々発展して、鉄道、電信
機、蒸気船などは東洋一であると述べる。『世界国尽』や『與地誌略』などではアメリカと西欧
を「文明」、アジア諸国を「半開」として、アジアや日本をヨーロッパより遅れたものとしてい
たが、『日本国尽』では日本に対する賞賛や、西洋化が順調であることが記述されている。
　個人の著作だけではなく、師範学校編纂の教科書も出版された。師範学校は教員を育成する
学校として1872（明治 5）年に授業を開始したが、同時に教科書用図書の編纂を行い、『日本地
誌略』（1874）と『万国地誌略』（1874）という二冊の地理教科書を出版した。この内『万国地
誌略』は米英の地理書を編訳したものだった53）。
　『万国地誌略』では、イギリスについて「豪富繁華ノ景象、五大洲中ノ第一」や、アフリカの
50） 内田正雄『輿地誌略』。巻一から巻三まで（総論、亜細亜洲）は1870（明治 3）年に、巻四から巻七まで
（欧羅巴洲）は1871（明治 4）年に、巻八（亜非理加州）は1875（明治 8）年に出版した。内田は1876（明
治 9）年に亡くなったため、その後の巻は西村茂樹が1877（明治10）年に出版した。（中島満洲夫「内田正
雄「輿地誌略」の研究」、『地理』第十三巻第十一号（古今書院、1968年11月）pp.30-31参照）
51） 松山棟菴訳述『地学事始』1870年。
52） 瓜生三寅『日本国尽』1872年。
53） 師範学校編『万国地誌略』凡例、1874年。
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「土人」に対して「愚昧」などと称する記述があるとはいえ、基本的にその国の位置、山脈、海、
川、湖、都市、港などの名称、人口、特産物などを事務的に羅列しているに過ぎない。『日本地
誌略』についてもしかりである。
　民間で出された、文部省のお墨付きを受けた地理教科書は、人々に世界を教え、日本を世界
の中に位置づけることで、「文明」的なヨーロッパに日本は近づくべきであると警鐘を鳴らし、
加えて日本地理では日本の民族意識を高揚させる記述によって、「文明」化への努力を植えつけ
る意図が垣間見られた。しかし、師範学校が出版した地理教科書は世界各国・各地を無味乾燥
に記述する傾向が強かった。
　小学教育に携わる者は師範学校の卒業者と定められていたが、東京の師範学校の最初の卒業
生10人も小学教員養成の任にあたり、小学校で教えることはなかったほど、人材が不足してい
た54）。そのため各学校は士族などで多少漢学の素養のある者を間に合わせとして採用したが、物
理化学や博物などの内容を教員自身が分からないという状況であり、ただ教科書の字義の講釈
だけをするというような事態もあったようである55）。
　また、具体的な教育方法を指示した『大阪府下等小学教則』（1876）、『師範校附属小学　各小
学　学則』（1877）、『兵庫県小学教則』（1877）を見ると、地理は「問答」や「読書」の授業で
教授されたが、「問答」の教育方法は要点の「暗記」や日本地図の暗射であり、「読書」は正し
い発音や熟語の意味の教授だった56）。地理書は江戸時代の寺小屋においても用いられていたが、
その用途は習字の手本とする教科書としてであり、内容も風景にちなんだ七五調の歌謡形式で
東海道五十三次の駅名を挙げたり、その土地の産物、職人町、商人名などを語ったりするもの
だった57）。
　つまり師範学校編纂の地理教科書は、内容を簡単にすることで、指導教員の知識や力量の不
足を補い、話を纏めやすくした作りであったといえるが、教育現場ではそれまでの地理書と殆
ど変らない用い方をしていたのであった。「小学教則」では使用教材の参考一覧以外に記述がな
く、教授内容に関する具体的な指示も一切なかったため、日本や外国の地理を学ぶ目的は明確
ではなかった。
　「学制」によって近代学校制度は生まれたが、それには多かれ少なかれ強制を伴っており、保
守的な勢力との激しい摩擦が生じた58）。学校や教員の不足、就学概念の未確立など、そもそも制
度には無理があったため、1879（明治12）年に「教育令」が制定され、比較的に自由放任な教
育制度が始まった。同時に西南戦争後のさらなる中央集権化を背景に、「自由発行、自由採決、
54） 教育史編纂会編『明治以降教育制度発達史』第一巻（教育資料調査会、1938年 5月）pp.786-787。
55） 同上書、p.459。
56） 『大阪府下等小学教則』1876年；『師範校附属小学各小学校学則』1877年；『兵庫県小学教則』1877年。
57） 石山洋「日本の地理教科書の変遷―幕末・明治前期をめぐって―」、『地理』第二十巻第五号（古今書
院、1975年 5月）pp.16-17。
58） 大久保利謙『明治維新と教育』（吉川弘文館、1987年10月）p.460。
文化交渉　東アジア文化研究科院生論集　第 4号136
自由価格制」であった「学制」下において増えすぎた教科書用の書物の良否を検査するため59）、
1881（明治14）年に「開申制度」、1883（明治16）年に「認可制度」が設けられた60）。
　1879（明治12）年の「教育令」では、小学校を初等中等高等の三つに分け、それぞれ三年・
三年・二年の過程と定められた。1881（明治14）年に「小学校教則綱領」が発せられ、地理科
は中等科の一、二年目の科目になり、その内容は、
〔…〕先学校近傍ノ地形即生徒ノ親ク目撃シ得ル所ノ山谷河海等ヨリ説キ起シ漸ク地球ノ有
様ヲ想像セシメ次ニ日本及世界地理ノ総論、五畿八道ノ地理、外国地理ノ大要ヲ授ケ高等
科ニ至テハ地文ノ大要即地球、地皮、大気、水陸、生物、物産等ノ事ヲ授クヘシ61）
と記された。使用教材の一覧しか記されなかった「小学教則」や各地の「学則」に比べて非常
に具体的になり、加えて当時流行したペスタロッチ主義的な教育方針が採られた。
　一方歴史科は、中等科二年目後半と三年目に教えられ、その内容は、
〔…〕日本歴史中ニ就テ建国ノ体制、神武天皇ノ即位〔…〕徳川氏ノ台頭、王政復古等緊要
ノ事実〔…〕等ノ大要ヲ授クヘシ凡歴史ヲ授クルニハ務テ生徒ヲシテ沿革ノ原因結果ヲ了
解セシメ殊ニ尊王愛国ノ志気ヲ養成センコトヲ要ス62）
と定められた。ここでも地理と歴史は制度（科目）上も時間割上も別々にされた。
　ところが、1885（明治18）年に『万国地誌略』が依然として出版されており63）、また1884（明
治17）年出版の埼玉県師範学校編纂『学則纂要：教科用書』には、地理教科書として1873年に
文部省が出した『地理初歩』が、教員参考書目として『輿地誌略』などが提示された64）。地理教
科書として中心的な役割を果たしていた書物は、基本的に変わらなかったことが窺える。
　また、『学則纂要：教科用書』で教科書として提示された『地理撮要』（1881）の「例言」に
は、「童蒙ノ記誦ニ便ス」とあり65）、東京師範学校校長高嶺秀夫が同校助教諭若松林虎三郎編纂
の『地理小学』（1883）にあてた序には、「単ニ地理書ヲ誦読セシメ人口物産ノ数河海山野郡区
59） 明治11年頃に小学校用の書物は174種類にまで及んだ（国定教科書共同販売所編『国定教科書二十五年
史』（芳文閣、1984年 6月）p.4）。
60） 中村紀久二『検定済教科用図書表』解題（芳文閣、1986年 1月）p.1。
61） 前掲『明治以降教育制度発達史』第二巻、p.254。
62） 同上書。
63） 師範学校編『万国地誌略』（磊落堂、1885年）。国立国会図書館近代デジタルライブラリーによれば、そ
れまでに三書堂（1877年 3月）、文泉堂（同年 4月）、文部省（1881年 4月； 7月）、中外堂（1882年 6月）、
文部省（同年10月；1884年12月）などが同書を出版している。
64） 埼玉県師範学校編『学則纂要：教科用書』1884年。
65） 同上書。
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町村ノ名称ヲ暗記セシムル如キハ何ソ地理学ヲ教授シタルモノト云フヲ得ンヤ」66）と地理科教育
の問題点を指摘している。このように、当時地理科の教育方法にも変化がなかったことが窺える。
　このように、西洋化を推進した明治初期において、地理は日本や外国について学ぶ科目とし
て登場し、制度（科目）としては地理と歴史を区別した。しかし実際の小学現場では、それま
でとあまり大差のない教育方法が採られ続け、一部の教科書では地理と歴史が混合されたまま
だった。
2 ．愛国精神の養成と経済基盤の教授： 小学校令から日清戦争まで
　1885（明治18）年に内閣が発足すると、初代文部大臣森有礼（1847-1889）は教育改革を始
め、1886（明治19）年には帝国大学への改編、「小学校令」の制定、教科書の検定化などが行わ
れた。
　1885年にドイツから帰国した小藤文次郎（1856-1935）は理科大学教授に着任し、地質学の教
育・研究に携わった67）。彼の門下には山崎直方（1870-1929）や小川琢治（1870-1941）などがお
り、小藤は日本の地理学・人文地理学の形成に大きく関わった人物だった68）。しかし一自然地理
学である地質学畑の彼が育てた学生から人文地理学を教える研究者が生まれた事実は、そもそ
も明治前期において、近代化に必要な地質や鉱物の知識が求められていたことを表す69）。
　1887（明治20）年に帝国大学文科大学史学科が設立され、リース（Ludwig Riess, 1861-1928）
が講義を担当した。1891（明治24）年に坪井九馬三（1859-1936）が加わったが、1898（明治
31）年から1901（明治34）年までそこに在籍した石橋五郎70）は、「自然地理はリース博士に、政
治地理を坪井九馬三博士に聴講」したが、「その地理学たるや実に失礼ながら申訳的のものにす
ぎなかった」71）と回想している。リースは近代史学としてランケ史学を日本に紹介したが、明治
30年代においても地理学は史学を補助するものにすぎず、一方坪井は、ラッツェルの『政治地
理学』に基づく講義を行ったことがあるが、それは1908（明治41）年になってからのことだっ
66） 海後宗臣編『日本教科書体系』近代編　第16巻　地理㈡（講談社、1965年 4月）pp.665-666。
67） 彼は1879（明治12）年に東京大学理学部地質学及採鉱学科最初の卒業生となった人物でもある。
68） 山崎は1902（明治35）年に帰国して理科大学の講師となり、そこで高等教育において初めて正式に講義
表に上がった地理学を教えた、また同年設立された東京高等師範学校地理歴史部の地理学教授にもなった。
一方小川は、1907（明治42）年に初めて地理学が独立した一講座となった京都帝国大学の史学地理学講座
に教授として招かれた（前掲石田『日本における近代地理学の成立』pp.269-275；『京都大学文学部五十年
史』（京都大学文学部、1956年11月）p.181；前掲岡田『日本地理学史論―個人史的研究』pp.26-29）。
69） 1871（明治 4）年から工部省測量司による東京府の測量が始められており、正確な地図作成のための測
量技術も明治初期から求められていた（小林茂、渡辺理絵「近代東アジアにおける地図作製技術の移転：
日本を中心に」、千田稔編『アジアの時代の地理学：伝統と変革』（古今書院、2008年 3月）pp.146-149参照）。
70） 1876-1946。彼はのちに京都帝国大学文科大学の地理歴史講座で小川琢治と共に教えている。
71） 石橋五郎「我国地理学界の回顧」、『地理論叢』第八輯、1936年、p.6。
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た72）。1889（明治22）年に設立された東京地学協会が発行した『地学雑誌』や同年出版の矢津昌
永『日本地文学』などは、当時自然地理学方面の研究が進められていたことを表す証拠であ
る73）。
　このような背景の中で、1886年の「小学校令」では、小学校を各 4年間の尋常と高等の二つ
に分け、同年の「小学校ノ学科及其程度」では、地理を基本的に高等小学校で教えるものとし、
尋常小学校で教える場合には日本地理に限った。この中では地理と歴史について、
　地理ハ学校近傍ノ地形其郷土群区府県本邦地理地球ノ形状昼夜四季ノ原由大洋大洲ノ名
目等及外国地理ノ概略
　歴史ハ建国ノ体制神武天皇ノ即位〔…〕王政維新外国交通貿易及世態文物人情風俗ノ変
遷等ニ関シ重要ナル事柄及忠良賢哲ノ事蹟74）
と定められており、両科を合わせて週 4時間とされた。制度（科目）上はそれ以降も地理と歴
史は別物とされたが、時間割上では両者は統合された。しかし注意すべきは、尋常小学の「読
書」の授業で、地理科での教授内容を用いて漢字や単語を教えるよう指示されている点である。
　一方、1886（明治19）年から始まった教科書の検定制によって、小学校で用いられる教科書
は全て文部省の認可があるものだけに制限され、地理と歴史の教科書は審査の上では明確に分
けられた。この時期に検定教科書に選ばれた若林虎三郎『地理小学』（1883）〔1887年・明治20
年に検定〕や、前川一郎『地理の大要』（1886）〔1887年・明治20年に検定〕、那珂道世、秋山四
郎『日本地理小誌』（1887）〔1888年・明治21年に検定〕、高城與五郎『万国小地理書』（1887）
〔1888年・明治21年に検定〕などは、1879年の「教育令」に現れていたペスタロッチ主義を意識
して作成されている。しかし三橋惇『小学輿地誌略』（1883）〔1887年・明治20年に検定〕のよ
うに、内田正雄の『與地誌略』を小学教育用に簡略化した上で、他の西洋地理書を参照しなが
ら修正を加えた、ペスタロッチ主義に則らない教科書も選ばれていることから、依然『與地誌
略』の影響力が大きかったことがわかる。教育改革が実行されることで、一部に変化がみられ
たが、それまでと大きく変わらない部分も多々あったのである。
　加えて明治初期から就学年齢は児童によって異なり、同学年に年齢の異なる児童が一緒に授
72） 吉田敏弘「史学地理学講座における近代人文地理学導入の系譜」、京都大学文学部地理学教室編『地理の
思想』（地人書房、1982年11月）pp.197-201参照。
73） 同時期、志賀重昂の『地理学講義』（1889）を代表とする地理学総論を講じる書物もあったが、本書を例
にすれば、地理学を数理地理、自然地理、政治地理の 3つに分けるもので、構成や内容は『輿地誌略』の
簡略版といえるものであった。
74） 「地理ハ学校近傍ノ地形其郷土群区府県本邦地理地球ノ形状昼夜四季ノ原由大洋大洲ノ名目等及外国地理
ノ概略」と規定されたが、条文が簡潔になり、具体的な指示も見当たらない（前掲『明治以降教育制度発
達史』第三巻、p.41）。
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業を受けていたり、義務教育課程を終えずに退学したりする児童が大勢いた75）。また当時の通学
率は27.64％（1886）で、1890年代前半まで常に40％を切っていたことからわかるように76）、す
べての児童が均等に教育を受けていたわけではなかった。
　しかし1889（明治22）年の大日本帝国憲法発布、翌年の第一回の衆議院選挙の実施、その翌
年の不敬事件など、明治日本が天皇を頂点とする近代国家として形を整え出し始めると、事態
は変化した。1890（明治23）年には教育勅語が公布され、儒教的な道徳価値観が学校教育で適
用されるようになると、翌年に、児童の身体の発達に留意して、道徳教育や国民教育の基礎、
生活に必要な知識を授ける、という新しい「小学校令」が公布された。そのまた翌年に制定さ
れた「小学校教則大綱」でも、その第一条でどの科目も道徳教育や国民教育に関連する事項に
留意して教育する、と明確に定め、その中で地理科について、
日本地理及外国地理ハ日本ノ地理及外国地理ノ大要ヲ授ケテ人民ノ生活ニ関スル重要ナル
事項ヲ理会セシメ兼ネテ愛国ノ精神ヲ養フヲ以テ要旨トス
と規定され、初めてその意味が明確に記された。また外国地理について、
支那朝鮮其他本邦トノ関係ニ於テ重要ナル諸国ノ地理ノ概略ヲ授ケ〔…〕兼ネテ簡易ナル
経済上ノ関係ヲ理会セシムヘシ
と記載された77）。
　この新「小学校令」以降、高等小学校に進学する児童が桁違いに増加したが78）、大衆化しだし
た高等小学校において地理は、単に自国や世界各国の様子を知識として教えるだけの科目では
なく、経済上の関係を学ぶという実学的な要素が加わった。「小学校教則大綱」制定後の教科書
である『日本地理初歩』、『万国地理初歩』、『小学校用　日本地理』、『小学校用　外国地理』79）な
どは、凡例で「教則大綱」に基づいて編纂したと記され、中でも『万国地理初歩』や『小学校
用　外国地理』では特に貿易・商業を重要な事項としている。しかも歴史科と同じく愛国心を
養い、国家への帰属意識を育ませるという役目が与えられ、1890（明治23）年には日本地理、
外国地理、日本歴史が合わせて週 4時間とされた80）。地理科と歴史科は似たような役割が期待さ
75） 前掲柏木『日本近代就学慣行成立史研究』pp.142-143。
76） 国立教育研究所編『日本近代教育百年史』第四巻（教育研究振興会、1974年 8月）p.223。
77） 前掲『明治以降教育制度発達史』第三巻、pp.97-98。
78） 三羽光彦『高等小学校制度史研究』（法律文化社、1993年 3月）p.140。
79） 学海指針社編『日本地理初歩』1893年；学海指針社編『万国地理初歩』1894年；金港堂編書籍株式会社
編輯所編『小学校用　日本地理』1893年；金港堂編書籍株式会社編輯所編『小学校用　外国地理』1894年。
80） 前掲『明治以降教育制度発達史』第三巻、p.118。ただし教科書は明確に分けられていたため、両者が混
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れ、この二つをセットにする教育がはじまったのである。
　日清戦争が起こる1894（明治27）年に検定を通過した『高等小学地理書』の教師用テキスト
には、地理科の教育方法が書かれている。本書は「日本ノ部」と「外国ノ部」の二部構成であ
るが、「日本ノ部」の「総論」では「物産」を強調し、鉱物や農産物などの輸出入について、多
くの紙幅を用いて解説しており、「物産ヲ教フルハ徒ラニ名称産額ヲ注入スルニ止メズ大ニ生徒
ヲシテ殖産興業ノ志想ヲ喚発スベシ」とその意味を記している。「外国ノ部」では、「我ガ国ニ
最モ関係ノ多キ国々ノコトヲ詳密ニシテ次第ニ関係ノ疎ナル国々ヲ簡略ニスベシ」とあり、加
えて「現時ハ関係少クトモ他日大ニ我国ト交通貿易関係若クハ殖民等ノ見込アル国々〔…〕ハ
成ルベク詳細ナルヲ要ス」、「外国地誌ヲ教フルニモ常ニ我カ日本ヲ基点トシ人口面積物産等皆
我ニ比較シテ一ハ日本地誌ノ補習ノ為メニシ一ハ我ガ国民思想ヲ養成スル為ニスベシ」と述べ
られ、「支那」や「朝鮮」などの具体的な国の紹介では、位置、面積、人口、主要都市名、主要
な山や川の名称以外は、すべて「物産」の輸出入で内容を終えている。
　本書の一文目には、「斯学ノ教師タルモノハ地理学ノ外ニ歴史、地文、動植物、理化、地質、
鉱物等ノ諸学ニ通シ兼テ工業製造等ニ関スル知識ヲ蓄ヘダル可ラズ」と注意書きされており、
地理科の教師には日本地理と外国地理の両方を通して、経済上重要な事項を教えることに注意
を払い、授業を通して日本を意識させるような教育をすることが求められたのである。これら
の要求は「小学校教則大綱」に則っており、具体的な教則の制定は各地方に任されてはいたが、
この時期から学校教育において国家の指導方針が行き渡るようになったことが窺える。またこ
の教則大綱制定以降、地方の地誌を取り扱う教科書の数が急激に増加しており81）、この時期には
「地元－日本－世界」という順で地理を教える体制が確立し、全国である程度画一的な教育体制
が取られるようになったことがわかる。
　こうしてこの時期の地理科は、郷土愛や愛国心を育み、近代国家に必要な国民を創出し、同
時に、近代化に必要な経済基盤の重要性を学ぶ科目となった。このような地理学の知識や愛国
心は、前提知識として当然備えているものと見做されたため、高等教育機関では今後さらに必
要になる鉱物や地質など、近代化に必要な知識の研究や開発が進められたのである。
　教科書ではないが、1894年には志賀重昂（1863-1927）と内村鑑三（1861-1930）という札幌
農学校出身の二人によって、それぞれ『日本風景論』との『地理学考』という地理書が出版さ
れた。志賀は日本各地の風景を紹介し、日本は気候的・地質的に優れていることを主張するこ
とで、ナショナリズムを高揚させようとした。彼のこのような観点は、江戸時代における国学
者の観点や、明治初期の地理教科書だった瓜生寅の『地学事始』に共通するものだった。一方、
合されながら教えられたわけではなかった。
81） 1886（明治19）年から1891（明治24）年まで37種類の各地方地誌が認定されたが、1892（明治25）年か
ら1898（明治31）年まで82種類が認定された（中村紀久二編『検定済教科用図書表（一）』教科書研究資料
文献　第三集、（芳文閣、1985年12月）pp.140-171）。
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内村は地理学を通して「世界観念」を養成し、「宇宙の為に国を愛する」精神を育ませ、「東西
両洋間の媒介者」たる日本人には「世界人（weltmann）」という「天職」があると主張した。
彼は地理学を世界に貢献できる人材を育てる学問だと見做したのである。
　両者の主張や性質は異なっていたとはいえ、日本人としての意識を高めるという点において
は共通した。明治維新以来20数年の間、政治、軍事、経済、社会、教育など各方面の近代化を
図り、それがある程度軌道に乗っていた時期に、志賀はさらなる日本の利益追求のために、内
村は日本が世界に貢献できるために、日本（人）意識を高揚しようとした。小学校教育の現場
での地理科は、愛国精神を育み、近代化の方法のひとつである工業化を支える経済基盤を教育
することを重視したが、知識人の間では、日本がよりいっそうの発展をするための道具として、
地理学が用いられようとしていた。
3 ．国際政治情勢の教授： 日清戦争後から明治40年小学校令改正前まで
　1895（明治28）年に日本が戦争に勝利したことは、明治維新から20数年間の痛みを伴った変
革が無駄ではなかったことを意味したが、近代化が順調に進んでいるというその自信は三国干
渉によって打ち壊され、ロシアに対する臥薪嘗胆の風潮が生まれた。
　この当時の尋常小学校・高等小学校用の地理教科書の多くは、新たに日本に編入された台湾
を含めた地方地誌が大量に検定を通過しており、日本地理や外国地理といった全体的な内容の
ものは減少した。それらの教科書は日清戦争以前に出版された検定済み教科書がそのまま用い
られていたと考えてよい82）。
　一方、中学校や師範学校用の地理教科書として多く認定された矢津昌永83）の著作をみると、
『中学　日本地誌』（1896）では、「第一愛国心ノ涵養。第二生産物ノ配布及其発達。第三美術思
想ノ奨励。第四風土及土俗ノ異同」84）に注意したと述べていたが、『中地理学　外国誌』（1899）
や『中地理学　日本誌』（1899）になると、「今回特ニ注意セシ点ハ、地理科ヲ以テ国民教科ノ
一助ト為サントノ希望是ナリ。現今ノ中等教科ニ於テ、国民的智識ヲ養成スベキ学科ハ、日本
地理ヲ以テ最モ其縁アリト謂フベシ」85）と、外国地理については、「方今世界列強ノ進運ニ応ジ
テ其最近事実ヲ採リ本邦中等教育ノ教科用書ニ供スルノ目的ヲ以テ編述セリ」86）と、語気が変化
82） 1890年代後半には、就学率が男子で約80％、女子で約50％に達し、通学率も40％台に達した（前掲『日
本近代教育百年史』第四巻、p.223）。三国干渉後、小学教育を受ける人の割合が増加したことが窺える。
83） 1863-1922。肥後国で細川家の家臣の家に生まれる。17歳で熊本師範学校入学、1885（明治18）年に中等
学校教員第一回学力検定試験に合格、修身科、地理科、習字科の免許を取得後、福井県の中学校へ転任。
1889（明治22）年に『日本地文学』を執筆。1894（明治27）年に高等師範学校助教諭、1900（明治33）年
に同校教授、その後、陸軍教授、早稲田大学講師を勤めた（前掲岡田「近代日本の地理学者に関する伝記・
著作物研究（ 1）」pp.224-226参照）。
84） 矢津昌永『中学　日本地誌』1896年。
85） 矢津昌永『中地理学』日本誌、1899年。
86） 矢津昌永『中地理学』外国誌、1899年。
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している。愛国心を養うという求めがより強化され、列強の動向に注意を払うべきことを、中
等教育で強調したのである。
　小学教育でもその傾向が現れてくる。1900（明治33）年に、新しい「小学校令」と「小学校
令施行規則」が公布され、教育制度が再度改められた。新「小学校令」では、 4年間の尋常小
学校と 2～ 4年間の高等小学校に分けられ、地理は高等小学校の科目とされた87）。
　また同時に「行政執行法」（1900）が制定され、就学させない親に罰金が科せられ、その結果
1899（明治32）年の男女平均就学率72.75％、通学率48.77％が、1901（明治34）年にはそれぞ
れ85.5％、65.05％に向上し88）、一律的な教育を受ける児童が増加した。加えて文部省は、「小学
校教則及小学校編制ニ関スル規程ハ文部大臣之ヲ定ム」として、教育内容を文部省がすべて決
めることとし、強力な中央集権的な教育制度が確立した89）。
　新「小学校令施行規則」では、第一条で「道徳教育及国民教育ニ関聯セル事項ハ何レノ教科
目ニ於テモ常ニ留意シテ教授センコトヲ要ス」と定め、地理科に関してはこのように規定した。
地理ハ地球ノ表面及人類生活ノ状態ニ関スル知識ノ一斑ヲ得シメ又本邦国勢ヲ理会セシメ
兼テ愛国心ノ養成ニ資スルヲ以テ要旨トス　地理ハ本邦ノ地勢、気候、区画、都会、産物、
交通等竝ニ地球ノ形状、運動等ノ大要ヲ理会セシメ又学校ノ修業年限ニ応シ各大洲ノ地勢、
気候、区画、交通等ノ概略ヨリ進ミテ本邦トノ関係ニ於テ重要ナル諸国ノ都会、産物等ヲ
知ラシメ且本邦ノ政治経済上ノ状態竝ニ外国ニ対スル地位等ノ大要ヲ授クヘシ90）
　地理を教える上で、経済上の関係だけではなく、政治上の関係を重視し、日本が世界の中で
どのような立ち位置にいるのかを教えることが意図されたのである。ロシアに対抗しようとし
た時期に、矢津は中等教育で簡易な国際政治関係を教えさせようとしたが、高等小学校でもそ
れが意図されるようになったのである。1898（明治31）年から東京高等師範学校の文科に「地
理歴史部」が設立され、高等教育機関で初めて地理教授法が研究されるようになったが、この
時期から地理科の重要性が強く認識されるようになったことがわかる。
　ところが山崎直方がドイツ留学から帰国して高等師範学校地理学教授となった1902（明治33）
年の末に起きた教科書事件によって、教育界は大きく変化する。この事件をきっかけに各学校
の教科書が国定化することになったからである。そもそものきっかけは、先述の「小学校令」
と「小学校施行規則」で、これらは 8月に公布されたが、翌年 4月から実施とされたため、準
87） 1900年において、約八割が四年制の高等小学校だった（前掲『日本近代教育百年史』第四巻、pp.932-
934）。
88） 前掲『日本近代教育百年史』第四巻、pp.223, 1008。
89） 竹中暉雄『囲われた学校― 1900年 近代日本教育史論』（勁草書房、1994年10月）p.6。
90） 前掲『明治以降教育制度発達史』第四巻、p.63（下線は著者による）。以後、日本歴史と地理は合わせて
週 3時間と定められた（前掲『明治以降教育制度発達史』第四巻、p.108）。
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備期間がわずか 7カ月しかなく、各出版社、文部省や各地方の教科書審査、印刷屋、運送屋が
準備のために奔走した。その過程で教科書審査での賄賂や便宜が次々と発覚した91）。こうして
1903（明治36）年に国定教科書の一律使用が決定された92）。
　1904（明治37）年 4月から修身、日本歴史、地理、国語読本の 4教科の国定教科書の使用が
始まり、地理科では『小学地理』が用いられた。この『小学地理』は全四冊で、最初の二冊が
日本地理、第三冊が外国地理、第四冊が補習用であり、記述の大部分が日本地理であることが
分かる。これまで見てきた愛国心を養い、産業や交通、交易などを教える記述のほかに、師団
司令部や軍港などの軍事施設の情報が加えられている。
　大阪府師範学校附属小学校編の『小学校教授細目』（1904）では、「軍港としての横須賀につ
き充分説くべし」や「下関海峡が、交通、商業、軍備上要地たるを観察せしむべし」などと指
示しており、その他の各師範学校附属小学校編の教授細目でも軍事施設を紹介・説明するよう
明確に指示している93）。国際政治の力の源である軍事力の一部が、小学教育において経済関係に
並ぶ重要なトピックとして取り上げられたのである。
4 ．教育内容の確立：　明治40年の小学校令改正以降
　1897（明治30）年に設立した京都帝国大学は、1906（明治39）年に文科大学を設置し、1907
年には史学地理学第二講座を開き、日本で初めて地理学が高等教育機関で学術的研究の対象と
された94）。1911（明治44）年には東京帝国大学理科大学地質学科に地理学講座が開設され、山崎
直方が教授に就任し、地誌学の田中啓爾や政治地理学の飯本信之、経済地理学の佐藤弘などを
輩出した95）。
　アカデミック地理学が始まった1907（明治40）年の 3月に、1900年の「小学校令」の一部が
91） 自社の教科書が選出されることはその会社に大きな利益をもたらしたため、検定制の開始以降、多くの
民間出版社が教科書販売に参入した。出版業界は産業界や政界などと強い結びつきがあり、また各社とも
採用を勝ち取るために運動員も動員する力の入れようだった。各社は短期間の内に教科書を修正して審査
を通過させ、早く各府県で採用してもらうためにいっそう過激な競争を行い、それまで隠れていた不正が
明るみに出た。たとえば全国に先駆けて審査を始めた愛媛県の場合、のちに起訴されて有罪判決を受けた
愛媛県視学官寺尾捨次郎は、金港堂から2000円、集英堂から800円、冨山房から500円、普及舎から200円の
収賄を受けていた（前掲梶山『近代日本教科書史研究―明治期検定制度の成立と崩壊―』p.202）。
92） 教科書の一元化に関する議論自体は教科書事件以前から存在しており、修身科については、1900（明治
33）年 4月から加藤弘之を委員長とした「修身教科書調査委員会」が設置されていた。しかしその第一回
委員会において作成された「編集趣旨」には、委員会の任務を民間に標準モデルを示すことにあるとして
おり、その目的は教科書のレベルを上げることだった（前掲梶山『近代日本教科書史研究―明治期検定制
度の成立と崩壊―』p.158）。
93） 滋賀県師範学校附属小学校編『国定小学教科書各科教授細目』（1904）や長野県師範学校附属小学校編
『国定教科書各科教授細目』（1905）など参照。
94） 前掲『京都大学文学部五十年史』p.181。
95） 前掲岡田『日本地理学史論―個人史的研究』pp.33-34。
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改正された。この改正によって、尋常小学校は 6年、高等小学校は 2～ 3年となり、尋常小学
校の第 5学年から地理が教えられるようになった。また「小学校施行規則」も同時に改正され、
地理科はこのように定められた。
　尋常小学校ニ於テハ本邦ノ地勢、気候、区画、都会、産物、交通等竝ニ地球ノ形状、運
動等ノ大要ヲ理会セシメ且韓国及満州地理ノ大要ヲ授ケ兼テ本邦トノ関係ニ於テ重要ナル
諸国ノ地理ニ関スル簡単ナル知識ヲ得シムヘシ
　高等小学校ニ於テハ各大洲ノ地勢、気候、区画、交通等ノ概略ヨリ進ミテ本邦トノ関係
ニ於テ重要ナル諸国ノ地理ノ大要及本邦ノ政治経済上ノ状態竝ニ外国ニ対スル地位等ノ大
要ヲ知ラシメ又地文ノ一斑ヲ授クヘシ96）
　文言が改正されているとはいえ、根本的な変化はなかったことがわかる。一方、翌月に出さ
れた東京高等師範学校附属小学校編纂の『小学校教授細目』には、地理科教授の要旨として、
自然地理的現象相互の関係、及び、之等の自然現象が、如何に人生を制限支配するものな
るか、如何に、社会の開花事業上に影響を及ぼせるものなるかを明かにし、同時に、吾人、
人類が、如何に自然を料理し、以て、今日の開化に到達したるかを説明し、更に進んで、
かかる自然的状態の上に立ちて、能ふべきだけの理想的社会を現実せしめんが為に、此共
存団躰の一部員として、如何に貢献する所あるべきかを自覚せしめ、国力充実、国威発揚
に対する篤き感情の養成に、深く留意せざるべからず97）
と書かれている。地理学をリッターやラッツェルが試みた、自然と人間の関係を読み解くもの
としてはいるが、授業に求められていた最終的な目標は、日本が世界の中で発展していくため
に、一人ひとりがなにをすべきかを考えさせることだった。
　教科書については、当時はまだ1904年のものがそのまま使用されており、韓国が日本に併合
された1910年になってはじめて新しい国定教科書『尋常小学校地理』が用いられるようになっ
た。その内容としては、朝鮮と満州の項目が、巻二に「世界」の項目が追加され、巻二の文末
には「国威日に揚り、国力月に進みて、今や世界強国の列に加るに至れり」と記された。世界
的には第一次世界大戦後に日本は五大国の一員と称されるが、ロシアとの戦争に勝ち、朝鮮半
島を併合したこの時期から、小学校での教育で日本が世界の強国の一員になったことが述べら
れた。しかし、その基本的な内容や構成に大きな変化は見られない。
　1911（明治44）年に、文部大臣官房図書課から『国定教科書使用上ノ注意』が出され、小学
96） 前掲『明治以降教育制度発達史』第五巻、p.31。
97） 東京高等師範学校附属小学校編纂『小学校教授細目』1907年、p.573。
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地理、小学日本歴史、小学算術書、高等小学修身書、尋常小学読本（国語）を使用する際の注
意点が挙げられた。しかし地理科については、当時国内外で起こった変化に則した情報更新ば
かりで、新たな指示などは見当たらない。明治末期には、小学校における地理教育の枠組みが
完成し、固定化されたことが見て取れる。
おわりに
　明治以前において、地理学は中国やオランダの書物などを参照しながら、国防、経世済民、
民衆の教化などの目的で活用されたが、それらは統治者の便宜を図るために研究された。この
意味において、地理を教える意図は内向きだった。一方西欧では、地理学は人間の営みを神学
ではない立場から考察するものとして形成され、近代科学ひとつとして発展した。
　明治初期に近代教育制度が採用され、それまで密接な関係にあった地理と歴史を 2つの科目
に分けたが、実際の教育現場では、児童に内容を暗記させる寺小屋式教育が続けられていたた
め、たとえ地理を教育する意図がどれほど明確だったとしても、その効果は低かったと見做し
てよい。
　明治十二年政変以降、日本はドイツを模範とした近代化を図り、明治19年以降には小学校の
各制度が改められ、地理は「愛国の精神」を養わせ、経済関係の概要を教える科目であると指
示された。当時高等教育機関では鉱物学や地質学など、工業化や国防に必要な地文学的知識が
研究されていたが、小学教育ではさらなる近代化を進める上で必要な精神や知識が、科目とし
ては分けられた歴史科と平行しながら教授された。この傾向は三国干渉以降いっそう強化され、
同時に将来の対ロシア戦争を見据えて、国際勢力図とその中における日本の位置が地理科の指
導項目に加わった。地理を教える意図は外向きな理由、つまり海外への展開を視野に入れたも
のとなっていったのである。
　20世紀に突入する頃になると、教育における中央集権体制が整えられ、また日本中の教科書
や教則がひとつに固定された。こうして日本中で同じ知識・経験を共有する児童が育てられる
ようになった。その後も教育制度や地理科の内容に関して多少の変更・追加が見られたとはい
え、制度としては1900年の「小学校令」と「小学校施行規則」が1941（昭和16）年の「国民学
校令」で改められるまで運用され続け、教科書の内容としては1904年の『小学地理』が基本型
として用いられ続けた。高等教育機関で地理学が学術的に研究されるようになった明治末期に、
明治初期から発展してきた小学校の地理教育は、ひとつの到達点に達した。明治期の地理科は、
そのときどきの国内外の政治情勢の影響を受けながら、日本の発展を支える日本人を育てると
いう一貫した役目を負い、日本が世界で活躍するのを支える日本人を育て、世界の一強国にな
るために必要なことを教える科目として展開したのである。
　明治日本における科目としての地理は最初から小学校で教えられていたが、その目的は日本
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と外国の現状を教え、現在と将来の日本に必要な精神や知識を授けることで、国民国家形成と
時代が求める人材を育成するという内向きの要素を常に残しつつ、じょじょに積極的に海外進
出を目論む外向きの要素を孕むものとなった。小学教育における地理は修身や国語、歴史科と
同様に、明治期とその後の日本において、重要な役割を果たした科目のひとつだったのである。
